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この項で学習すること
・要素の特性値を表示する
・要素間の関係を表示する
・断面特性値を算出する

ファンクション＜解析 ANALYSIS＞とは
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概略説明
ファンクション＜解析 ANALYSIS＞は
MICRO CADAMで作図した要素の幾何学的特
性や、要素間の相対関係を表示することがで
きます。
また、断面特性値を計算することも可能です。



要素の幾何学的特性値
直線、円（弧）を指定して表示される特性値は次のとおりです。
幾何学特性値ダイアログではラジアン単位の角度も表示されます。
直線
長さ
X軸に対する角度（度）
X軸に対する角度（度、分、秒）
現在の座標軸の傾き（度）
現在の座標軸の傾き（度、分、秒）
直線の方程式Ax+By+C=0の係数（ただし、A**2＋B**2＝１に正規化）
直線の1番目の端点の座標
直線の2番目の端点の座標

円（孤）
中心の座標
半径
弧の端点1（始点）の中心角（角度1）
弧の端点2（終点）の中心角（角度2）
弧の長さ
弧の端点1の座標
弧の端点2の座標
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要素の幾何学的特性値の表示
直線の特性値を表示します
1. 図面「ANALYSIS01_BA20」を開く [図1] 
2. ＜解析＞【要素】
3. L1をSEL

4. Y/N（次データを表示）

5. 【リスト】

6. 【閉じる】
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ここでは直線を例にとって操作しましたが、他の要素の場
合も同様の操作で幾何学的特性値を求めることが可能です。
表示される特性値の詳細は、「操作解説書」の「解析」の
項をご参照ください。

画面上部に特性値が表示されます。[図2]

データ表示が切り替わり、データが順に表示されます。

幾何学的特性値ダイアログが表示されます。[図3]
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２つの要素間の相対関係を解析
２つの要素間の相対関係を求めます
1. ＜解析＞【要素】
2. L1とC1をSEL [図4]
3. 【相対関係】

4. 【リスト】

5. 「相対関係」

6. 【閉じる】
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L1とC1がハイライト表示され[図5]、画面上部に相対距離、
増分のDX, DYが表示されます。[図6]

相対距離、増分のDX, DYが表示されます。[図8]
相対距離を求める際に、円の近い方のエッジと、遠い方の
エッジを選択した場合では距離の計算結果が異なります。

[図4]
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幾何学的特性値ダイアログが表示されます。[図7]

[図7] [図8]



断面特性値の算出
断面特性値を求めます
1. ＜ウィンドウ＞【1】 [図9]
2. ＜解析＞【断面特性】
3. 「⦿自動探索」
4. 図形の内側（＊①付近）をIND

5. 【閉】
6. Y/N（重み係数＝１を承認）
7. 【計算】

8. 計算結果の表示位置として、＊②付近をIND
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重心位置が×で表示されます。[図11]

[図9] [図10]

＊①

[図11]
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＊②

閉じた形状を自動で探索します。[図10]

指示した位置に計算結果が表示されます。[図12]

あらかじめ日本語で表示
されるように設定してお
くことも可能です。



断面特性値の算出（応用編：断面が複雑なケース）
断面特性値を求めます（断面形状が複雑なケース）
1. ＜ウィンドウ＞【2】 [図13]
2. ＜グループ＞【グループ1】
3. Y/N（矩形領域）
4. 図形要素を囲むように、対角の2点（＊付近）をIND
5. 【枠内】

6. ＜線種＞【パターン】
7. Y/N（グループ処理）
8. Y/N（HATCH）
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矩形で囲んだ要素がグループ化されます。[図14]

[図13]

＊

＊

グループ化した領域内にパターンが作成されます。[図15]

[図14]
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断面特性値の算出（応用編：断面が複雑なケース）
9. ＜解析＞【断面特性】
10.作成したパターンをSEL

11.Y/N（重み係数＝１を承認）
12.【計算】

13.計算結果の表示位置として、＊付近をIND
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パターンが作成されている部分が断面として認識されます。[図16]

[図16] ＊

重心位置が×で表示されます。[図17] [図17] ＊

指示した位置に計算結果が表示されます。[図18]
あらかじめ断面形状をグループ化し、パターンを作成して
おけば、パターンをが作成されている領域を断面として認
識させ、解析することができます。

[図18]
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